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巻頭言 
 

海洋エネルギー研究センター長 

永田修一 

 

 

化石燃料の枯渇や地球の温暖化が危惧されている今日、海洋に存在する波浪、潮流、海
流の持つエネルギーや、表層と深層の温度差エネルギー等の海洋エネルギーは、無尽蔵な
再生可能エネルギーの有力な一つとして認識され、発電を中心とした利用技術の開発は、
現在、世界的なブームとなっています。我が国においても、現在、NEDO 海洋エネルギー
技術研究開発として、波力発電、潮流発電、海洋温度差発電に関する大型研究プロジェク
トが進行中で、これら発電装置の実際の海域での性能を評価するための実海域実証フィー
ルドの選定作業も、我が国の内閣に設置された総合海洋政策本部で進められているところ
です。 

 このような背景の下、佐賀大学海洋エネルギー研究センターは、現在、文部科学省から、
海洋エネルギーに関する我が国の共同利用・共同研究拠点として認定を受け、活動を行っ
ています。センターの目的は、海洋エネルギーに関する国際的な先導的中核研究拠点とし
て、海洋エネルギーに関する研究教育を総合的かつ学術的に行い、その研究基盤を確立す
るとともにその利用促進に貢献することにより、21 世紀の地球規模でのエネルギー問題と
環境問題の解決に寄与することです。 

センターでは、現在、海洋温度差エネルギー分野と海洋流体エネルギー分野の 2 分野か
ら成る『Ⅰ基幹部門』で、海洋温度差発電と波力発電に関する基礎的応用的研究を行って
います。また、海洋エネルギーシステム分野、海洋エネルギー物質創生分野、海水淡水化
分野、海洋エネルギー環境情報分野、海洋深層水利用科学技術分野、海洋エネルギー利用
推進分野の 6 分野で構成される『Ⅱ利用・開発分野』では、海洋エネルギーの利用などの
研究・開発を行っています。 

本報告書は、2013年度のセンターの活動をまとめたものです。 

海洋エネルギーに対する期待も一層高まり、国内外から多くの施設見学者を迎え入れて
います。センター教員一同も海洋エネルギーの実用化に向けてより一層の努力を続けてい
るところです。 

今後とも、センターの活動・運営にご協力及びご高配のほど宜しくお願いします。 
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活動経緯 

 

期 日 行 事 会 場 

2013.7.19 オープンラボ 佐賀大学海洋エネルギー
研究センター 

2013.9.7-8 第 12回海洋エネルギーに関する合同セミナー 福岡・博多 

2013.9.25 海洋エネルギーシンポジウム 2013 佐賀大学海洋エネルギー
研究センター 

2013.9.26 平成 25年度全国共同利用成果発表会 佐賀大学海洋エネルギー
研究センター 

2014.3.26 海洋エネルギーに関する国際セミナー2013 佐賀大学海洋エネルギー
研究センター 

2014.3.27 平成 25年度末成果発表会 佐賀大学海洋エネルギー
研究センター 
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沖縄県久米島 海洋温度差発電実証プラント「通電式」報告 
 

 

 2013年 6月 17日、沖縄県久米島町の沖縄県海洋深層水研究所に併設する海洋温度差発電
実証プラントにおいて、国や県、町の関係者、設備業者、国内外の研究者が出席し、通電
式が行われた。このプラントを用いて気象条件の変化など長時間運転に関するデータを蓄
積し、本格的な商業プラントの開発につなげる予定である。また、翌 18日には、海洋深層
水利用、海洋温度差発電の可能性を考える記念講演会が開かれた。国内外の専門家 5 名に
よる講演会には、多くの町民が参加し、久米島における海洋エネルギーへの期待の高さを
感じさせた。 

 

 

  
海洋温度差発電プラント              通電式 

 

  
       記念講演会               講演会の様子 

 

 

  

 

  
海洋温度差発電プラント              通電式 

 

  
       記念講演会               講演会の様子 
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第 12 回 海洋エネルギーに関する合同研究セミナー 
The 12th Japan-Korea Joint Young Researcher Forum on Ocean Energy 

 

 海洋エネルギーに関する合同研究セミナーは、日韓の研究者における海洋エネルギー研
究に関する学術交流と若手研究者の教育を主な目的として、韓国釜慶大学校、韓国海洋大
学校、水産大学校、佐賀大学を中心に毎年夏に開催されています。セミナーでは毎回、講
演会、ポスターセッションが行われ、海洋エネルギーやその周辺技術に関する研究につい
て活発な討論が行われています。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

Date: September 7-8, 2013 

Venue: Conference Room 501, SunLife3 building 

Hakataeki Higashi 2-5-19, Hakata-Ku, Fukuoka, JAPAN 

Participation: Korea Maritime University, Pukyoung National University, Saga University, National 

Fisheries University 
 

Schedule 

Sep7 (Sat) 

15:00-15:10 Opening 

15:10-15:30 Evaporation Heat Transfer of Pure Refrigerant Flowing Down in a Vertical 

Rectangular Minichannel with Serrated-Fins (Prof. Junichi Ohara, Fish-U) 

15:30-15:50 A Study of Pulsating Heat Pipe type Exhaust Heat Recovery System 

for High Temperature and Humidity Environment (Yeon-Woo Gu, PKNU) 

15:50-16:10 Maximum Power and Thermal Efficiency of Single and Double-Stage Rankine 

Cycle (Takafumi Morisaki, Saga-U) 

16:10-16:30 Coffee Break 

16:30-16:50 Performance analysis of marine current turbine by CFD and Experiment  (Kim 

Incheol, KMU) 

16:50-17:10 A study on the extraction of wave energy using the float-counterweight wave 

energy converter (Koirala Pallav, Saga-U) 

17:10-17:30 Design of Eco Block for Protection of Submerged Pipeline (YongHun Lee, KMU) 

18:00-20:00 Welcome Party 

 

 

Sep8 (Sun) 

09:00-09:20 Real time simulation of high pressure filling of H2 tank (Alam Miah M.D. 

Ashraful, Saga-U) 
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09:20-09:40 Development of high performance Bubble Jet Loop Heat Pipe using enhanced 

boiling surface in evaporating section (Jong-Seok Shin, PKNU) 

09:40-10:00 A study on LED heat dissipation in high-performance by using the sintered 

metal on boiling heat transfer surface (Jun Heo, PKNU) 

10:00-10:20 Coffee Break 

10:20-11:40 Poster Session 

11:40-11:50 Closing 

 

Poster Presentations 

Korea Maritime University 

1 Lee Nakjoong Performance analysis of a counter-rotating marine current turbine 

due to blade gap by CFD and experiment 

2 Park Jihoon CFD Performance Analysis of 100kW class Propeller-type Hydro 

Turbine by The Variable Speed Control Method 

3 Hyun-Jin Lee Comparison between Volume PIV and Volume PTV 

4 Min-Gyu Jeon A Non-Contact Remote Micro Vibration Detection System 

5 Nirmal Acharya Design optimization of a 5kW cross-flow hydro-turbine by 

numerical analysis 

6 Zhao Yuxin Swirl angle analysis and vortex check in sump tests by experiment 

and CFD 

 

SagaUniversity 

1 Motoki Ario Numerical study of primary conversion of a fixed OWC wave energy 

converter 

2 Kota Sueyoshi An experimental study of primary conversion of a floating wave 

energy converter "Backward Bent Duct Buoy" 

3 Kojun Tsujimoto Effect of body shape on final conversion efficiency of a 

pendulum-type wave energy converter 

 

Pukyoung National University 

1 Jeong-Woong Kim A basic study for combatting desertification system using heat pipes. 

  

5



 

参加者 

 

 

ポスターセッション 

 

 

参加者 

 

 

ポスターセッション 
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海洋エネルギーシンポジウム 2013 
 

海洋エネルギーシンポジウムは、エネルギー問題と環境問題を解決するための代替エネ
ルギーの候補の一つである海洋エネルギーおよびその周辺技術の公開と討論の場として、
毎年 9 月に当センター伊万里サテライトにおいて開催されています。講演は一般に公募す
る形で講演を募集しています。今年度のシンポジウムでは、基調講演 2件、一般講演 10件、
合計 12件の発表が行われ、活発な意見交換が行われました。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

日時：平成 25年 9月 25日（水）10:00～17:00 

会場：佐賀大学 海洋エネルギー研究センター 伊万里サテライト 3F 研修室 

 

プログラム 
 

10:00-10:10 開会挨拶 

 センター長 永田修一 

 

基調講演 
10:10-11:10 博多湾における浮体式海上風力発電の実証実験結果 

  九州大学 経塚雄策 

11:10-12:10 浮体式潮流・風力ハイブリッド発電システム [skwíd] 

  三井海洋開発株式会社 中村拓樹 

 

一般講演 
13:00-13:20 “海のエクメーネ”海洋深層水を複合利用した電力・淡水・漁場生産施設 

  東京大学 大内一之 

13:20-13:40 固定式 OWC 型波力発電装置の不規則波特性 

  琉球大学 鈴木正己 

13:40-14:00 波力発電用ウエルズタービンに関する研究（性能に及ぼすブースタービンの
効果） 

  松江工業高等専門学校 奥原真哉 

14:00-14:20 左右非対称浮体内部設置型回転振子による波エネルギーの吸収 

  大阪大学 酒井克弘 

14:20-14:40 ジャイロ式波力発電システムの発電性能評価 

  鳥取大学 有井士郎 

14:40-15:00 休憩 

15:00-15:20 マルチカラム型波力発電の研究開発 九州大学 安澤幸隆 
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15:20-15:40 浮体式洋上浮力発電の実証研究 

  京都大学 宇都宮智昭 

15:40-16:00 ナセル部分の加速度という視点で見た洋上風車内の作業環境 

  横浜国立大学 村井基彦 

16:20-16:40 潮流発電用ダリウス形水車の発生トルク特性と起動アシスト実験 

  大島商船高等専門学校 清水聖治 

16:40-7:00 越波式波力発電装置の研究開発について 

  東海大学 居波智也 

17:00 閉会 

18:00- 交流会 

 

 

会場風景 
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平成 25 年度 共同利用・共同研究成果発表会 
 

共同利用・共同研究成果発表会は、前年度に海洋エネルギー研究センター共同利用・共
同研究課題に採択された国内外の研究者による研究成果発表会です。講演は毎年約 10件で、
前度前に行われた各共同研究課題の成果が報告されます。海洋エネルギーおよびその周辺
技術について様々な専門分野における研究発表が聴講できます。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

日時：平成 25年 9月 26日（木） 10:00～15:00 

会場：佐賀大学 海洋エネルギー研究センター 伊万里サテライト 3F 研修室 

 

 

プログラム 
 

10:00-10:05 開会挨拶 

  センター長 永田修一 

10:05-10:15 平成 25年度 全国共同利用研究 概要説明 

10:15-10:35 水およびアンモニア/水混合媒体の沸騰熱伝達の経年変化に及ぼす界面活性剤
の影響 

  久留米工業大学 井上利明 

10:35-10:55 アンモニアとフロン R123 の水平溝付管内蒸発流において環状流が生成され
る条件に関する研究 

  長崎大学 桃木悟 

10:55-11:15 海洋温度差発電プラントのシミュレータを用いた遠隔操作システムに関する
研究 

  久留米工業高等専門学校 江頭成人 

11:15-11:35 HFC-245fa を用いた舶用排熱発電システムに関する研究 

  鳥羽商船高等専門学校 嶋岡芳弘 

11:35-11:55 海水からマグネシウムの電解採取技術 

  佐賀大学 池田進 

11:55-12:15 海洋温度差発電実験装置における液位制御のための制御器構成に関する研究 

  佐賀大学 松田吉隆 

12:15-13:00 休憩 

13:00-13:20 農業利用を指向した脱塩材の開発 

  千葉大学 和嶋隆昌 

13:20-13:40 波力発電用直線翼垂直軸タービンの性能に及ぼすロータ翼型の影響 

  米子工業高等専門学校 早水庸隆 
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13:40-14:00 沿い波利用型波力発電用遊水室内について 

  山口大学 羽田野袈裟義 

14:00-14:20 小型の波浪発電を想定した浮体運動の最大化を目的とした浮体形状に関する
研究 

  横浜国立大学 西澤峻也 

14:20-14:40 海洋エネルギーの理解を促進する教材の提案 

  埼玉大学 山本利一 

14:40-15:00 FCV 用水素貯蔵容器を模した密閉容器内の非定常熱伝達特性 

  明石工業高等専門学校 田中誠一 

 

15:00-15:05 閉会挨拶 

  副センター長 池上康之 

15:05- 施設見学会 

 

 

会場風景 
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平成 25 年度 佐賀大学海洋エネルギー研究センター成果発表会 
 
当センターでは、学内外の方々へ向けて教職員の 1 年間の研究活動について報告を行う
ために、伊万里サテライトにて毎年度末に年度末成果発表会を開催しています。成果発表
会は「海洋エネルギーに関する国際セミナー」と併せて毎年 2 日間の日程で行っており、
今年度は、63名（学外 21名、学内 42名）の参加がありました。成果発表会では、海洋温
度差部門で 4 件、海洋流体部門で計 3 件、水素関連で 2 件、計 9 件の研究発表が行われ、
会場の参加者を交えた活発な意見交換も行われました。また、発表会終了後には、伊万里
サテライトへ初めて来訪者された参加者に向けて施設見学会も行いました。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 
日時: 2014年 3月 27日 (木) 10:00~15:00 

会場: 佐賀大学海洋エネルギー研究センター 伊万里サテライト 

 

プログラム 
10:00 開会挨拶 

10:00-10:10 センター自己評価・点検 [永田修一・センター長] 
海洋温度差発電関連 

10:10-10:30 
「多段ランキンサイクルを用いた海洋温度差発電に関する研究」  

池上康之 

10:30-10:50 「PEEK コーティングアルミ伝熱面におけるアンモニアのプール沸騰熱伝
達」 有馬博史 

10:50-11:00 休憩 

11:00-11:20 「並流型および向流型プレート式熱交換器における FC-72 流動沸騰に関す
る研究」 小山幸平 

11:20-11:40 「表面微細加工を施したプレート式蒸発器における伝熱促進効果に関する
研究」 川畑 佑介 

11:40-12:50 昼食 

波力発電関連 

12:50-13:10 「固定 OWC波力発電装置の発電効率」 今井康貴 

13:10-13:30 「浮体型振り子式波力発電装置の負荷特性」 村上天元 

13:30-13:50 「 Numerical Study on the Primary Energy Conversion of Multi-chamber 

Oscillating Water Column」 Pallav Koirala 

13:50-14:00 休憩 

水素関連 

14:00-14:20 「水素吸蔵合金充填層の有効熱伝導率について」 松下政裕 
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14:20-14:50 「水素急速充填の熱的問題と新たな充填方法に向けての取り組み」 

門出政則 

14:50-  閉会挨拶 

15:00-17:00 センター施設見学会 

 

会場風景 

 
参加者 参加者 

 
発表風景 発表風景 

 

案内ポスター 

会場風景 

 
参加者 参加者 

 
発表風景 発表風景 

 

案内ポスター 
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海洋エネルギーに関する国際セミナー2014 
(International Seminar on Ocean Energy 2014) 

 
当センターでは、毎年度末に伊万里サテライトにて海洋エネルギーに関する国際セミナ
ーを開催しています。国際セミナーは「海洋エネルギー研究センター年度末成果発表会」
と併せて毎年 2日間の日程で行っており、今年度は、59名（学外 22名、学内 37名）の参
加がありました。国際セミナーでは、毎年、海洋エネルギーに関する研究で活躍されてい
る国内外の 3 名の研究者をご招待してご講演いただいています。今年度は、ハワイ大学の
Luis A. Vega先生による「太平洋島しょ国における OTECおよび波力発電の研究とアジア地
域における開発」、英エジンバラ大学の Henry Jeffrey先生による「英国及びヨーロッパの海
洋エネルギープロジェクトの紹介」、海上技術安全研究所の井上俊司氏による「洋上の再生エ
ネルギー開発における安全性の評価」についての講演が行われました。講演終了後、会場
では参加者も交えた活発な意見交換も行われ、盛況の中セミナーは終了しました。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 
日時: 2014年 3月 26日 (水) 14:00~17:30 

会場: 佐賀大学海洋エネルギー研究センター 伊万里サテライト 

 

プログラム 
14:00 Opening Remarks 

14:10-15:10  "Ocean thermal energy conversion and wave energy conversion for pacific 

island nations and developing countries in Asia" 

Prof. Luis A. Vega, 

National Marine Renewable Energy Center University of Hawaii , USA 

15:10-16:10 "An overview of the UK and European ocean energy reset sector and 

projects" 

Prof. Henry Jeffrey, The University of Edinburgh, UK 

16:10-16:25 Coffee break 

16:25-17:25 "Evaluation of safety and performance in offshore renewable energy 

exploitation" 

Director, Offshore Renewable Energy Exploitation Department National Maritime 

Research Institute (JAPAN), Shunji Inoue 

[独立行政法人 海上技術安全研究所洋上再生エネルギー開発系長 井上俊
司氏] 

17:30 Closing Remarks 
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会議風景 
 

 
Luis A. Vega先生 Henry Jeffrey先生 

 
井上俊司氏 会場風景 

 

 

 

  

 

 
Luis A. Vega先生 Henry Jeffrey先生 

 
井上俊司氏 会場風景 
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2013 年度 オープンラボ（施設一般見学会） 
 
当センターでは、センターでの研究について広く一般の方々に知っていただくため、毎
年、海の日前後の土曜日に伊万里サテライトにてオープンラボを開催しています。今年度
は、伊万里市内外から併せて 131 名の方々が参加されました。オープンラボでは、実験施
設内を自由に見学していただき、海洋温度差、波力発電を始めとする各実験装置の前でス
タッフが装置について詳しい説明を行うことで、当センターが普段行っている研究につい
て理解を深めていただきました。また、今年度も子供向けの科学教室「電気ってどうやっ
て作るの？」で様々な発電装置の模型を用いた体験学習会を開催しましたが、たくさんの
子供たちが参加して発電の仕組みについて学びました。 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

 
日時: 2013年 7月 19日（土）10:00~16:00 

会場: 佐賀大学海洋エネルギー研究センター 伊万里サテライト 

 

展示内容 
 

センター紹介ビデオ上映 MiniOTEC 実演 

30kWOTEC 海水淡水化装置 

海洋深層水環境実験装置 総合監視室 

水素実験室 化学分析室 

リチウム回収実験室 国際貢献展示 

地域貢献展示(伊万里市) こども科学教室 

 

見学風景 
 

 
MiniOTEC展示 波力実験室 

 

 

見学風景 
 

 
MiniOTEC展示 波力実験室 
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水素実験室 科学教室 
 

見学者データ 
合計: 131名 

内訳 
職業・学校 人数 (内海外) %
幼児 12 9.2
小学生 20 15.3
中学生 3 2.3
高校 16 12.2
短大 0 0
大学 1 0.8
大学院 0 0
公務員 5 3.8
教員 2 1.5
会社員 23 17.6
その他 49 37.4
合計 131 100

 

アンケート結果 
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2013 年度見学会実績 
 

海洋エネルギー研究センター伊万里サテライト（実験施設）では、研究成果の公開およ
びエネルギー環境教育の推進を目的として、実験施設の一般公開を行っている｡見学は研究
教育の都合上、毎週祝祭日を除く木曜日と金曜日の 2 日間、午後 2 時から午後 4 時まで受
け入れている。見学会は約 1 時間半のコースで、職員が館内を案内する。また、見学者に
はパンフレットを配布し、詳細な情報を提供している。 

 

内訳 

大学・研究機関 273 

行政・政府 16 

財団・協会 107 

民間 82 

小中高等学校関係 375 

メディア 18 

一般 138 

オープンラボ 131 

その他 224 

合計（うち外国人） 1364(150) 

 

海外からの訪問者（順不同） 

アメリカ、アンティグアバーブーダ、インドネシア、エクアドル、オーストラリア、オラ
ンダ、カーボベルデ共和国、カザフスタン、韓国、ザンビア共和国、シンガポール、スロ
バキア、セントビンセントおよびグレナディーン諸島、タイ、台湾、チリ、中国、ナイジ
ェリア、ニカラグア、パキスタン、バングラデシュ、フランス、ペルー、ポーランド、ボ
スニアヘルツェゴビナ、ボリビア、ホンジュラス、マレーシア、モンゴル 
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組織 
 

永田 修一 教授 センター長 

門出 政則 教授   

瀬戸口 俊明 教授  

池上 康之 教授 副センター長 

杉 剛直 准教授  

有馬 博史 准教授  

今井 康貴 准教授  

松下 政裕 助教  

小山 幸平 助教  

村上 天元 助教  

林 信行 教授（併任）  

野口 英行 教授（併任）  

渡 孝則 教授（併任）  

大和 武彦 教授（併任）  

新井 康平 教授（併任）  

荒木 宏之 教授（併任）  

樫澤 秀木 教授（併任）  

角 和博 教授（併任）  

後藤 聡 教授（併任）  

髙坂 祐顕 非常勤博士研究員 

川畑 佑介 研究機関研究員  

Mutair Sami Mohammed Ismail 産学官連携研究員  
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Alam Miah Md. Ashraful 研究機関研究員  

Pallav Koirala 研究機関研究員  

浦田 和也 技術専門職員  

岩崎 君夫 技能補佐員  

松永 成正 技能補佐員  

椋本 美智子 技術補佐員  

永江 壽光 技能補佐員  

前田 康貴 技能補佐員  

木下 直樹 技能補佐員  

廣 智恵 技能補佐員(研究支援推進員)  

七種 結衣 技能補佐員(研究支援推進員)  

松本 理恵 技能補佐員  

馬場 美智留 事務補佐員  

光武 麻理子 事務補佐員  

古川 佳奈子 事務補佐員  

水町 妃呂美 事務補佐員  

川﨑 康子 事務補佐員  

田中 宏恵 事務補佐員  

田中 美由紀 技術補佐員  
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国際会議(Proceedings) 
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再生紙を使用しています。


